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1 は し が き

密植速成機械収穫桑園は,樹齢の若い早期から収葉量が

多く,育蚕作業労働のうち28%内外と多くの時間を要する

採桑作業も,パインダ式小型条桑刈取機で入力収穫の 5倍

以上の能津が得られることなどから,革新的な技術として

の評価を受け,その普及が強力に推進されている。

しかし,寒冷地では厳しい気象条件の制約を受け,桑の

生育期間が短いこと,晩秋期には特に残葉収穫を行わない

と枝条病害の発生や樹勢低下などの影響が予測される。

そこで,寒冷地での密植速成桑園向桑品種の選出,収穫

方法の改善など緊急に解決を要する問題について試験を進

めているが ,こ こでは春秋兼用桑園の晩秋収穫時期と翌春

蚕期の品種別収量について報告する。

2試 験 方 法

供試桑は,1980年春に当場構内圃場で栽植距離08″ ×

05″ とし,桑苗を植付けてポリマルチする方法で造成 し

た密植桑園であり,桑品種は改良凧返,一ノ瀬 ,剣持,ゆ

きじのぎ,しんいちのせの 5品種である。植付当年の晩秋

期に枝条の基部70"残 して中間伐採収穫した。

植付 2年目以降の収穫は,6月 10日 ,20日 ,30日 と10日
間隔で枝条基部から伐採収穫して,その後に再発芽して伸

長した枝条を,3か月後の 9月 10,20,30日 に70"あるい
は80昴と年次によって違いはあるが水平に中間伐採する春

秋兼用桑園の収穫を毎年繰返した。

□場の管理は,2年目の春に10α 当たり固形肥料 (N:10
P205:4,K20:4)300″ 施用 し,冬肥に廃条堆
肥 2′ と熔成燐肥40″ ,苦土石灰160″ を全面施用 した。

3年目以降は固形肥料を春に300″ ,夏に100″ 施 し,冬
肥は 2年目と同量施用した。除草は主として春発芽前と夏

切直後に除草剤を散布して,残った雑草は入力で除草した。

また,病害虫防除消毒は行わなかった。

調査は,条桑量,新梢 葉量のほか枝条長 ,新梢長,収
穫条長と条径 ,着葉数 ,葉面積等を調べた。

3 結果及び考察

本試験は,1980年に開始以来,毎年冷夏等の異常気象に

連年遭遇した。しかも異常低温等の襲来時期が毎年異なっ

て一定でなかった。すなわち,1980年は 7月 23日から8月

30日 まで真夏日のない連続した低温で,1981年は 5月 から

6月 の春蚕期に低温,8月 20日 の台風15号 ,8月 中旬から
9月中旬の低温と早冷であり,1982年は5,6,7月 の各下
旬の低温,1983年には6月から7月の低温,そ して1984年は

消雪が遅く,引続いた低温で,桑の発芽が10～ 15日 も遅れた。

本試験の夏切後から晩秋収穫まで 3か月間の気象概況を

みると,各旬別の最高と最低気温を平均して積算した。積

算平均気温は平年値に比べ各年とも低い。しかし同年次の

各区間の気温差は少ない。

表
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1982～ 84年の密植速成桑園造成 3～ 5年目における収穫

時期と品種別収量は,表 2に示したとおりであり,6月 の

春蚕期夏切収穫では,収穫日が遅くなるに従い収葉量は急

増した。 9月 の晩秋期収穫では,収穫日が遅くなると収葉

量は減少の傾向にある。両収穫期の収量を合算した年間合

計新梢・葉量は,概して収穫日が遅い組み合せに多い。

品種月1の収葉量は,資1持 ,ゆ きじのぎ力最 も多く,次い

で一ノ瀬,改良X返であり,しんいちのせは少なかった。

6月 の春蚕期夏切収穫後に再発して伸長した枝条の晩秋

収穫時の枝条長は,収穫日が遅れるに従って短い。品種別

では総じて剣持,一ノ瀬 ,しんいちのせが長く,ゆきしの

ぎは短い傾向がみられた。

1984年の春は,融雪が遅れて根雪期間が長く,最終的症

状が胴枯病の枯れ枝を多く生じた。品種別の枯れ枝割合は
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表2 密植春秋兼用桑の収穫時期と品種別の収量
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しんいちのせ,改良嵐返が多く発生し,ゆきしのぎでは少
なかった。また,晩秋期の収穫日が 9月 20日以降の収穫で

枯れ枝発生が急増して,表 2のとおり前 2年の収量に比べ

大幅の減収となった。芽枯病の発生も1983年春蚕期収穫時

の調査で49%,172%,209%と 6月 20日 以降の収穫日
には急増傾向がみられた。

岩手県のような寒冷地では,密植桑園向桑品種としてゆ

表 4 密植春秋兼用桑の胴枯病による枯れ枝数
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きしのぎ,剣持および別途現地試験で多収性を示している

しんけんもち,あおばねずみが適していると思われる。

また,春秋兼用桑園の晩秋収穫は,時期を遅らせても生

長鈍化で増収が望めないこと,枝条病害が晩期収穫ほど急

増して,翌春蚕期の収葉量を著しく減少させることなど ,

総合的にみて
'月
20日以前に収穫することが望ましい。

表3 密植春秋兼用桑の晩秋収穫時枝条長
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